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①-1
新規正規就職者数の増加
　【経済部】

2,325 ↑ 2,457 2,625 2,941 人 2,625 順調 高 高 Ｓ

○市内のハローワークにおいて相談・紹介等を行っている効果や就職支援イベントの成
果による。【産業振興課】
○創業支援ネットワークによる関係機関一体となった支援による。【産業振興課】
〇関係機関と連携した相談対応や補助制度等の支援による。【農業政策課】

①-2
新規創業数
　【経済部】

24 ↑ 318 180 420 人 180 順調 高 高 Ｓ

　平成26年度に、つくば市商工会、つくば研究支援センター、筑波大学、産業技術総合研
究所、日本政策金融公庫、常陽銀行等と構築した創業支援ネットワークが軌道に乗り、
創業しやすい環境が整ったことによる。
　また、平成30年度は、このネットワークにコワーキングスペース運営事業者も新たに加
わり、支援対象者の幅が広がったことによる。
　さらには、スタートアップ支援も本格的に開始したことも要因のひとつとして挙げられる。

①-3
合計特殊出生率の向上
　【保健福祉部】

1.43 ↑ 1.43 1.55 1.46 人 1.55
やや
遅れ

中 中 Ｂ

　合計特殊出生率を地区別にみてみると、子育て世代の人口が増加しているTX沿線地
区が高く、次いで研究学園地区、豊里地区となっているが、TX沿線地区を除くと全地区と
も人口を維持するとされる2.07を大きく下回っている。

　年代別の出生率をみると、40歳以上の出生率が増加傾向にあり、晩産化が進んでいる
ことが要因のひとつと考えられる。

①-4
保育所の待機児童数
　【こども部】

104 ↓ 131 18 42 人 0
やや
遅れ

低 中 Ｄ

これまでの保育需要の増加傾向を踏まえ、平成31年度においては保育所等の新設及び
既存施設の定員変更により、618人分の定員拡充を図った。
しかし、毎年申込者数が400～500人程度増えているため、待機児童の解消には至って
いないことが見込まれる（実績値については例年、翌年４月の値としている。また、現時
点では入所手続中であり、推計値についても未定である）

①-5
東京圏からつくば市内への年間転
入者数の増加
　【市長公室】

3,843 ↑ 4,537 4,692 4,617 人 4,692
概ね
順調

中 中 Ｂ
令和元年度までの５年間、増加傾向が続いているため、概ね順調と見なすことができる。
本年度は、関係人口の創出事業に取り組んだほか、ＳＮＳや冊子等を活用したPRを行っ
ており、市の魅力を発信し続けたことが浸透した結果だと考えられる。

①-6
つくば市内からの若者（15～29歳）
の年間転出者数の増加数抑制
　【市長公室】

5,713 ↓ 5,973 6,133 6,254 人 6,133
概ね
順調

中 中 Ｂ

若者の転出者数は、平成30年度に抑制できたものの、令和元年度は再び増加に転じ
た。
本年度は、大学生に市の魅力を実感してもらうため、昨年に引き続き、つくばならではの
コンテンツを紹介する「つくジェニックＭＡＰ」の制作・配布や就活支援イベント等を実施す
るとともに、加えて、先駆的な取組を紹介する「TSUKUBA TOMORROW LABO」等のプロ
モーションを実施した。
若者の地方からの東京圏への転出は、つくばに限らず、地方の自治体が抱える共通の
問題であり、今後も転出者を最小限に抑えていくため、引き続きこれまでの取組を続け、
浸透させていく。

①-7
つくバス利用者数
　【都市計画部】

888,032 ↑ 1,052,988 1,069,739 994,202 人 1,069,739
概ね
順調

高 中 Ａ

　平成31年４月に実施した公共交通改編において、つくバスは、新しいルートの設定やバ
ス停の増設、渋滞を考慮した運行時間を設定するなどの利便性向上策を実施した。これ
らの利便性向上策により、一日当たりの運行便数が減便となったことで、つくバスの利用
者は減少となったが、民間路線バスを利用した実証実験等、新たな交通手段を提供した
ことにより、公共交通全体の利用者は増加した。

①-8
まちなか居住人口
　【都市計画部】

88,477 ↑ 102,986 106,023 107,904 人 106,023
概ね
順調

高 中 Ａ
定住促進や地区計画、景観協定等による街並み誘導を図ることで、市街地における良好
な都市環境の実現に寄与し、人口が増加していると考えられる。

①-9
まちなか人口密度
　【都市計画部】

36.13 ↑ 42.51 43.29 44.54 人/ha 43.29
概ね
順調

高 中 Ａ
定住促進や地区計画、景観協定等による街並み誘導を図ることで、市街地における良好
な都市環境の実現に寄与し、人口が増加していると考えられる。
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